
はじめに

多くのスズメ目鳥類では，縄張りを形成し防衛を行
うのは雄で，縄張りを維持している期間中，雄は主に
自身の縄張り内への侵入者を見つけやすい場所や，囀
り場所（ソングポスト）の周辺で行動する必要がある

（岡久ほか，2012）．樹上の囀り位置の高さや樹種によ
る囀り位置の季節変化，また，それらの行動が囀り分
布などに，どのような影響を与えているかについては，
鳥類の生態を知るためにも必要なデータであると考える．

国内での鳥類の囀り位置の高さの研究は，羽田・岡
部（1970）によりウグイスCettia diphoneの囀る樹木
の位置や樹種についての報告や，石塚（2017）により
クロツグミTurdus cardisの樹木の梢とそれ以外の樹
上での囀り比率についての報告があり，羽田・堀内

（1969）によるコルリLuscinia cyaneの囀る樹木の高
さや樹種，日周変化による囀る場所の違いについても
報告されている．

ホオジロEmberiza cioidesについての社会構造は，
山岸（1978）により詳細な調査が行われ報告されてい
る．しかし，著者の知る限りでは，ホオジロの高木の
梢や高木の樹種による，囀り比率や囀り回数の季節変
化についての報告はない．本研究では，終日観察によ
りホオジロの高木の梢での囀り比率や囀り回数の変化
を記録し，これらの行動の知見を蓄積することを目的
とした．

調査地と方法

調査は石川県金沢市の日本海に面し連なる海岸保
安林の一部（36°35’34″N・136°35’7″E；標高 2 ～
18m）で行った（図 1 ）．調査地の針葉樹はクロマツ
Pinus thunbergiiの 1 種のみで，目視による最高樹高
は約25mであった．広葉樹の高木に常緑広葉樹はなく，
すべて落葉広葉樹であった．また，落葉広葉樹の高木
の多くはハリエンジュRobinia pseudoacaciaで目視に
よる最高樹高は約15mであった．なお，本研究では， 
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図1．	調査地．黒丸は終日観察の調査地点を示す．
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樹高10m以上の樹木を高木とし，最も高い枝先から 1 m 
下までを梢とした（図 2 ）．更に，繁殖に関しては 
巣外で親鳥から給餌されていた個体を巣立ち雛とした．

1 ．梢での囀り
1 羽の雄について終日観察（日の出時刻の60分前か

ら日の入り時刻の30分後まで）を行い，すべての囀り
回数（囀り高さ不明を除く）に対する，梢での囀り比
率を求めた．調査は1992年 3 月15日～1998年 1 月10日
に 8 か所で114日間行なった．その内，終日観察日に
囀りが記録されなかった 6 日間を除いた 7 か所の108
日間を対象とした（表 1 ）．なお，調査対象の雄は108
日間の内，個体識別のない雄が51日間，個体識別のあ
る雄は 8 個体の57日間である．

2 ．針葉樹の梢での囀り
梢の囀り比率を求め終日観察を行った調査地におい

て，針葉樹および広葉樹のハリエンジュが多かった 
7 か所で，針葉樹と広葉樹での囀り比率を求めた．針
葉樹および広葉樹において梢以外で囀った場合は，梢
以外の針葉樹または梢以外の広葉樹と表記した．定性
的ではあるが，すべての終日観察の調査地の高木は，
針葉樹より広葉樹がやや多く，また，高木の多くは広
葉樹より針葉樹の樹高が高い環境であった．調査は終
日観察を1992年 5 月 2 日～1997年 6 月 7 日に 7 か所で
100日間行なった．その内，終日観察日に囀りが記録
されなかった 6 日間，更に，梢での囀りが記録されな
かった 4 日間も除いた 6 か所の90日間のデータを分析
した（表 2 ）．なお，調査対象の雄は90日間の内，個
体識別のない雄が47日間，個体識別のある雄は 7 個体
の43日間である．

調査地の植生，個体識別の方法，囀り場所（ソング
ポスト），繁殖期の期間などに関する詳細については，
本研究と同時に行った手井（2018）および手井（2022）
を参照されたい．

結果と考察

1．梢における囀りの比率と回数
ホオジロの終日観察108日間により囀りは151,709回

記録され，樹上では148,745回（98.0％），地上では499
回（0.3％）確認し，囀り高さ不明は2,465回（1.6％）
であった（表 1 ）．樹上の内，針葉樹は102,464回

（80.6％），広葉樹は24,718回（19.4％）であり，梢は
118,549回（79.7％），梢以外は30,196回（20.3％）で
あった．

A）囀り比率
梢での囀り比率の季節変化について， 6 月後半～

2 月前半（n=46）は， 8 月の 1 日間と 9 月の 2 日間
を除き，60％以上（n=43）であった（図 3 ）． 2 月後
半～ 6 月前半（n=62）では60％以上が35日間，60％
未満も27日間と多く記録された（図 3 ）．また，月別
の梢での囀り比率の平均値は， 1 ～ 2 月（n= 3 ）は
100％であったが， 3 ～ 4 月は50～60％台に減少し，
その後 7 ～12月は80～90％に増加した（表 3 ）．

石塚（2017）は，クロツグミの独身期の雄は終日梢
で囀るが，つがい形成後は早朝を除いて梢以外で囀る
ことが多くなると述べている．本調査地のホオジロに
おいても，繁殖ステージ別の梢での囀り比率の平均値
は独身期（85.8％）よりつがい期（64.7％）は低かっ
た（表 4 ）．その要因として，雄は独身期には縄張り
内の梢にいて，高い位置から雌や周辺の他の雄の縄張
り内侵入などを，確認する必要があるためと考えられ
る．しかし，つがい期ではつがいの雌と連れ立ち行動
をとることも多くなり（手井，2018），雄も地上や低
い位置を移動することも多かった．そのため独身期に
比較するとつがい期では，梢に長時間留まることが減
少したと考えられる．また，造巣期（44.3％）も，梢
での囀り比率は独身期より低かった（表 4 ）．造巣期
には雌のみが巣材運搬し（山岸，1970），現地観察で
は雄は，低い位置にいることの多い雌との連れ立ち行
動をとることも多かった．そのために梢での囀り比率
は独身期より低かったと考えられる．

抱卵期の梢の囀り比率の平均値は94.5％で，他の繁
殖ステージより高かった（表 4 ）．現地観察では雄は，
巣内で長時間抱卵をしている雌との連れ立ち行動も少
なく，雄は低い位置にいる必要性が少なかった．その
ために雄は雌が確認でき，かつ，他の雄などの縄張り
への侵入を発見しやすい梢に，長時間留まっていたと
考えられる．しかし，同一個体の同一の繁殖ステージ
でも調査日により，梢の囀り比率に大きな違いもあり

（表 1 ），その要因について，本研究のデータからは明
確に特定することはできなかった．
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B）囀り回数
梢での囀り回数の季節変化では， 1 ～ 2 月は梢での

囀りは18回以下と非常に少ないが， 3 月上旬～中旬に
は11日間の内 6 日間は1,000回を越えた（図 4 ）．しかし，
3 月下旬～ 4 月中旬の 9 日間はすべて500回以下に減
少した．その後， 4 月下旬には1,000回を越える日も
2 日間あり， 5 月中旬～ 8 月中旬は更に増加し，48日
間の内21日間は2,000回以上もあり，特に 6 月下旬～
8 月上旬には4,000回を越える日も独身期の 3 日間に
記録した． 9 ～10月の10日間はすべて独身期で400回
未満に減少した（図 4 ）．11月下旬～12月下旬の 6 日
間はすべて独身期で100回未満であった（図 4 ）．月別
平均囀り回数では 5 ～ 8 月に囀りが多く，特に梢での

囀り回数が梢以外での回数に比べて圧倒的に多かった
（図 5 ）．繁殖ステージ別平均囀り回数では，抱卵期 
の梢が特に多く，巣外育雛期では梢より梢以外が 
多かった（図 6 ）．

月
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図3．	ホオジロの繁殖ステージと梢における囀り比率の季節変化．
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図4．	ホオジロの繁殖ステージと梢における囀り回数の季節変化．
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図5．	ホオジロの月別平均囀り回数．エラーバーは標準誤差を
示す．
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図6．	ホオジロの繁殖ステージ別平均囀り回数．エラーバーは
標準誤差を示す．

表4.	ホオジロの繁殖ステージ別の梢での囀り比率．
平均 標準偏差 最小 最大 n

全調査日 74.2% 29.6% 0.0% 100.0% 108

独身期 85.8% 23.5% 0.0% 100.0% 46

つがい期 64.7% 36.3% 0.0% 100.0% 20

造巣期 44.3% 15.7% 31.0% 70.9% 5

抱卵期 94.5% 7.1% 82.5% 100.0% 5

巣内育雛期 83.1% 14.6% 62.0% 95.2% 4

巣外育雛期 56.8% 46.9% 0.0% 97.2% 4

表3.	ホオジロの月別の梢での囀り比率．
平均 標準偏差 最小 最大 n

1 月 100.0% ― 100.0% 100.0% 1

2 月 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 2

3 月 61.3% 34.7% 　0.0% 100.0% 13

4 月 55.1% 30.1% 　0.0% 100.0% 16

5 月 72.8% 27.5% 18.8% 100.0% 21

6 月 71.0% 30.9% 　0.0% 100.0% 17

7 月 93.9% 4.9% 87.6% 100.0% 8

8 月 87.1% 25.8% 11.3% 100.0% 11

9 月 89.6% 23.3% 48.0% 100.0% 5

10月 85.5% 15.0% 61.3% 100.0% 5

11月 88.6% 12.7% 74.8% 100.0% 5

12月 93.0% 12.7% 73.9% 100.0% 4
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なお，地上での囀りは終日観察108日間の内24日間
にあり，のべ499回記録された（表 1 ）．地上での 1
日の囀り回数の平均は20.8±17.9回（平均±標準偏差）

（範囲 1 ～65，n=24）．観察された月別日数は 3 月に
4 日間， 4 月に 6 日間， 5 月に 8 日間， 6 月に 4 日
間， 7 月に 2 日間で， 8 ～ 2 月は記録されなかった．
繁殖ステージ別の日数は独身期に 6 日間，つがい期に
4 日間，造巣期に 4 日間，抱卵期に 3 日間，巣内育
雛期に 1 日間，巣外育雛期に 2 日間，繁殖ステージ不
明に 4 日間であった．時刻別では 4 時台に197回， 5
時台に46回， 6 時台に122回， 7 時台に78回， 8 時台
に 5 回， 9 時台51回で，10時以降には記録されなかっ
た．地上での囀りは短時間が多く，また，藪などに隠
れていた場合は観察しづらく，囀り高さ不明として記
録されていることも考えられるが，すべて10時以前に
記録されたのは注目すべき点と考えられる．しかし，
どのような状況において地上で囀るかは本研究では不
明であった．

2．針葉樹と広葉樹での囀りの比率と回数
A）囀り比率（針葉樹と広葉樹）

針葉樹の梢での囀り比率の季節変化について，11月
からは比率の低い日が多く，11～ 2 月（n=11）では，
針葉樹の梢での囀りなしが11日間の内 8 日間もあり

（図 7 ），11～ 2 月の囀り比率の平均値でも4.9±10.6％
（ 0 ～33.0，n=11）と低かった（表 5 ）．本調査地にお
ける広葉樹の高木はすべて落葉広葉樹であり，11～ 2
月までの高木の梢に葉が残っているのは針葉樹のみで

あった．縄張り周辺や地上などを見渡しやすいため
に，梢に葉がない落葉広葉樹を多く選択していたもの
と考えられる．

11～ 2 月に比較すると 3 月からは針葉樹の梢での比
率の高い日もあり， 3 月上旬～ 4 月中旬までの針葉樹の
梢の囀り比率10％以上は12日間の内 7 日間あり（図 7 ）， 
3 月上旬～ 4 月中旬の囀り比率の平均値は31.6±
34.7％（ 0 ～96.1，n=12）であった（表 5 ）．その増加の
要因として， 3 月上旬～ 4 月中旬は多くの個体で縄張
り形成およびつがい形成時期でもある（手井，2013）．
そのためにこの時期，広葉樹（ハリエンジュ）の高木
にはまだ葉がないものの，他の雄の侵入などを見張る
ためにも，広葉樹より樹高が高く見通しのきく針葉樹
の梢を選好したものと考えられる．しかし， 3 月上旬
～ 4 月中旬の同一個体のつがい期であっても，以下の
2 日間のように，針葉樹の梢での囀りの比率に大きな
違いがあった．1994年 3 月19日は囀り回数133回（内，
梢での囀り回数119回）で針葉樹での囀りは観察され
なかった（表 1 ， 2 ）．一方，1994年 4 月16日には囀
り回数231回（内，梢での囀り回数154回）で針葉樹の
梢での囀りは45.5％（70回）であった（表 1 ， 2 ）．ただ，
この 2 日間の違いについての要因は不明で，今後多く
のデータが必要と考える．

4 月下旬からは再び針葉樹の梢での囀りが少なくな
り20％以下が多く， 4 月下旬～ 6 月上旬の針葉樹の梢
での囀り比率が10％以上の日は，30日間の内 3 日間と
少なく（図 7 ），囀り比率の平均値も8.2±25.2％（ 0 ～
100，n=30）と低かった（表 5 ）． 4 月下旬～ 6 月上
旬は，広葉樹（ハリエンジュ）の高木の下層部では展
葉していたが，梢ではまだ十分に展葉しておらず，広
葉樹の梢における囀り比率は79.4％で季節別では最も
高かった（表 6 ）．また， 4 月下旬～ 6 月上旬には巣
材運搬や巣立ち雛も観察された．これらのことを踏ま
えると，低い位置に造られる巣の周辺などの確認のた
めにも，十分に展葉していないハリエンジュの梢に止
まり囀ることが多かったものと考えられる．

その後 6 月中旬からは針葉樹の梢での囀りも増加
し， 6 月中旬～10月下旬までの針葉樹の梢での囀り
比率10％以上は，37日間の内19日間記録し（図 7 ）， 
6 月中旬～10月下旬の囀り比率の平均値は30.6±
37.8％（ 0 ～100，n=37）であり， 4 月下旬～ 6 月上旬
に比較すると針葉樹の梢での囀り比率の高い日も増加

●独身期　○造巣期　▼巣内育雛期　◇ステージ不明　
×番い期　□抱卵期　△巣外育雛期

月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0

10

80

60

40

20

90

70

50

30

100

％

××◇◇◇◇●● ●●

●●

●●

●●●●●● ●●●●●● ●●●● ●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●

●●●● ●●

●●●●

●●●●

●●
●●

●●

◇◇◇◇◇◇◇◇
◇◇

●●×××××× ×× ××××

××

××
××

××

●●

●●

●●●●●●

○○

△△

▼▼

▼▼

▼▼

△△

□□ ●●
××
◇◇

▼▼

××

××

●●◇◇ ◇◇

●●

●●
◇◇
◇◇

○○□□□□□□□□ ●●▼▼▼▼▼▼ ●●○○

図7．	ホオジロの繁殖ステージと針葉樹の梢における囀り比率
の季節変化．

表5.	ホオジロの季節別の梢での針葉樹の囀り比率．
平均 標準偏差 最小 最大 n

11月上旬～ 2 月下旬 4.9% 10.6% 0.0% 33.0% 11

3 月上旬～ 4 月中旬 31.6% 34.7% 0.0% 96.1% 12

4 月下旬～ 6 月上旬 8.2% 25.2% 0.0% 100.0% 30

6 月中旬～10月下旬 30.6% 37.8% 0.0% 100.0% 37

表6.	ホオジロの季節別の針葉樹と広葉樹での平均囀り比率．
針葉樹の

梢
梢以外の
針葉樹

広葉樹の
梢

梢以外の
広葉樹 n

11月上旬～ 2 月下旬 6.5% 0.0% 75.7% 17.8% 11

3 月上旬～ 4 月中旬 28.3% 0.0% 51.2% 20.5% 12

4 月下旬～ 6 月上旬 2.0% 0.8% 79.4% 17.8% 30

6 月中旬～10月下旬 33.7% 0.2% 59.7% 6.4% 37
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した（表 5 ）． 4 月下旬～ 6 月上旬とは異なり， 6 月
中旬にはハリエンジュの梢でも多くが展葉していた．
針葉樹よりハリエンジュの葉の幅は広く，ハリエン
ジュの梢に雄がいては，地上近くに多い巣の周辺や雌
などは見えづらいと考えられる．そのために 6 月中旬
～10月下旬は，ハリエンジュの梢での囀りは減少し，
針葉樹の梢での囀りが増加したものと考えられる．

月別の針葉樹と広葉樹での平均囀り比率では， 7 ～
8 月は他の月よりも針葉樹の梢の囀り比率が高かった

（表 7 ）．繁殖ステージ別では，全調査日の囀り比率
（n=90）について，針葉樹の梢は19.0％，梢以外の針
葉樹は0.5％，広葉樹の梢は68.1％，梢以外の広葉樹
は12.4％であり，梢以外の針葉樹の比率が特に低かっ
た（表 8 ）．針葉樹の梢では造巣期と抱卵期は1.1％以
下と非常に低く，巣外育雛期では93.0％を記録し最も
高かった（表 8 ）．また，造巣期では梢以外の広葉樹
が54.0％と最も高かった（表 8 ）．更に，抱卵期では
広葉樹の梢が95.7％で非常に高かった（表 8 ）．ただ，
これらは繁殖ステージの影響の他に，季節変化（広葉
樹の展葉程度）や針葉樹と広葉樹の各樹高などの影響
も受けている可能性も考えられ，要因は本研究では不
明な点が多かった．

B）囀り回数（針葉樹と広葉樹）
針葉樹の梢での囀り回数の季節変化について， 8 月

下旬～ 2 月下旬は針葉樹の梢で囀りのない日が24日間

の内15日間と多く，最大囀り回数も251回と少なかっ
た（図 8 ）．また， 3 月上旬～ 7 月上旬にも囀りの少
ない日が多く，最大囀り回数でも1,000回以上は 1 日
のみで1,023回であった（図 8 ）．その後 7 月中旬～ 8
月中旬には，1,000回以上が14日間の内 9 日間と多く
なり，3,000回以上も 2 日間記録された（図 8 ）．繁殖
ステージ別の針葉樹と広葉樹での平均囀り回数では抱
卵期には広葉樹の梢が特に多かった（図 9 ）．月別の
平均囀り回数では 5 ～ 8 月が多く，特に 5 ～ 6 月には
広葉樹の梢が多かった（図10）．

上述の通り，高木に常緑広葉樹のない針広混交林の
本調査地では，梢の囀り比率や囀り回数，および針葉
樹での囀り比率や囀り回数についても，季節的な変
化を示唆する事例が認められた．つまり繁殖ステー
ジや広葉樹の展葉の変化を要因としていると考えら
れる変化も見られた．しかし，同一個体の同一繁殖
ステージや同一月においても，調査日によりこれらが 
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図8．	ホオジロの繁殖ステージと針葉樹の梢における囀り回数
の季節変化．表7.	ホオジロの月別の針葉樹と広葉樹での平均囀り比率．

針葉樹の梢 梢以外の
針葉樹 広葉樹の梢 梢以外の

広葉樹 n

1 月 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 1

2 月 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 1

3 月 28.1% 0.0% 52.2% 19.7% 8

4 月 6.8% 0.0% 61.4% 31.8% 10

5 月 0.8% 1.1% 83.3% 14.8% 18

6 月 4.8% 0.0% 86.1% 9.1% 14

7 月 39.3% 0.2% 54.8% 5.7% 8

8 月 64.3% 0.5% 27.7% 7.5% 11

9 月 9.8% 0.0% 71.0% 19.2% 5

10月 20.1% 0.0% 63.0% 16.9% 5

11月 7.1% 0.0% 73.7% 19.2% 5

12月 0.0% 0.0% 96.2% 3.8% 4

表8.	ホオジロの繁殖ステージ別の針葉樹と広葉樹での平均囀
り比率．

針葉樹の梢 梢以外の針
葉樹 広葉樹の梢 梢以外の広

葉樹 n

全調査日 19.0% 0.5% 68.1% 12.4% 90

独身期 27.2% 0.1% 64.1% 8.6% 44

つがい期 27.7% 0.2% 62.4% 9.7% 13

造巣期 1.1% 0.0% 44.9% 54.0% 4

抱卵期 0.2% 0.0% 95.7% 4.1% 5

巣内育雛期 11.1% 0.6% 75.5% 12.8% 4

巣外育雛期 93.0% 0.0% 1.8% 5.2% 2
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大きな違いを示す日もあり，ホオジロ雄の個体差，天候 
（Bruni et al. 2014；植田・堀田，2022），モズ属
Lanius spp.，ハイタカ属Accipiter spp.，ノネコFelis 
catus，イタチ属Mustela spp．などの捕食者（Campos 
et al. 2009）の存在の有無など，他の要因も考えられる． 
今後はハリエンジュ以外の落葉樹林や常緑樹林など
様々な環境における調査が望まれる．
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Singing of  the Meadow Bunting in Mixed 
Coniferous and Broadleaf Forests
Shuzo TEI and Shota DEGUCHI

Abstract
The proportion of song and total song frequency of 
the Meadow Bunitng in the treetops were analyzed 
using data from 108 days of continuous observation 
conducted in Kanazawa City, Ishikawa Prefecture, 
from 1992 to 1998. The average proportion of song 
in the treetops by stage was highest during the 
incubation period, followed by the single period. 
Regarding the singing ratio in coniferous versus 
broadleaf tree tops, from November to February, 
the singing ratio in coniferous tree tops was low, 
with most singing occurring in broadleaf tree tops. 
Conversely, from March to October, days with a 
high singing ratio in coniferous tree tops were also 
recorded, but the factors underlying this seasonal 
variation remained largely unclear.

Key words
Emberiza cioides， Breeding stage，Robinia 
pseudoacacia, Pinus thunbergii，Per day
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図10.	ホオジロの月別の針葉樹と広葉樹での平均囀り回数． 
エラーバーは標準誤差を示す．
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